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　当組合では、保険給付の適正化を目的に、健康保険法施行規則第50条等に基づき、健康保険の被扶養者となっ　当組合では、保険給付の適正化を目的に、健康保険法施行規則第50条等に基づき、健康保険の被扶養者となっ
ている方が、現在もその状況にあるかを確認させていただくため、被扶養者の資格確認調査を実施しております。ている方が、現在もその状況にあるかを確認させていただくため、被扶養者の資格確認調査を実施しております。
　資格確認調査は、皆さまの保険料負担の軽減にもつながる大切な調査となりますので、ご協力いただきますよ　資格確認調査は、皆さまの保険料負担の軽減にもつながる大切な調査となりますので、ご協力いただきますよ
うお願いいたします。うお願いいたします。

被扶養者の資格確認調査（再認定）の実施について
令和３年度

　当組合の全被扶養者

　�９月中旬に配付する「健康保険被扶養者確認調書」
（以下：調書）により実施します。調書の記載内容
をご確認のうえ、証明書類を添付（必要な方のみ）
し、期日までに当組合へご提出ください。

  【証明書類の提出が必要な方】
　�被保険者証の記号が359から668までの被扶養者
のうち、平成15年４月1日以前に生まれた18歳以
上の被扶養者については、調書の他に収入等の現
況がわかる証明書類を添付していただきます。
　�なお、証明書類の添付の詳細につきましては調書
の裏面をご参照ください。

（１）事業所にお勤めの方
　�事業所の事務担当者を経由し当組合へご提出くだ
さい。

（２）任意継続被保険者
　直接当組合へご提出ください。

　令和３年

  11月1日（月）≪期限厳守≫

　※�提出期限までに「健康保険被扶養者確認調書」および証明
書類を提出されない場合、健康保険法施行規則第50条7項
により資格を取消す場合がありますので、必ずご提出いた
だきますようお願いいたします。

1 対象者 3 提出方法

4 提出期限

2 資格確認調査の方法

・�海外に居住していても留学している学生など生活の基礎が国内にあると認められた場合は、
例外として認定されます。

・�収入とは、給与、公的年金、恩給、配当、事業・不動産収入のほか、傷病手当金、出産手当金、
失業給付金などを含みます。

・�医療職の方が新型コロナウイルスワクチン接種業務に従事したことによる給与収入は、特例
により被扶養者資格再確認時の収入には算定しません（詳細は調書裏面をご参照ください）。

・�その他、被扶養者認定基準の詳細につきましては、当組合ホームページをご参照ください。

留意事項

扶養者になれる人は、被保険者との生計維持関係（経済的扶養の事実）がある「国内居住者」に限られます。
また他にも、続柄、状況によって、それぞれ次のような条件を満たしていることが必要です。

　①配偶者（内縁含む）、②子・孫、③兄弟姉妹、④父母、⑤祖父母、⑥曾祖父母

　①前記以外の三親等内の親族
　②内縁の配偶者の父母および子

　�対象者の年間収入が130万円未満（60歳以上の方、または障害厚生年金の受給要件に該当する障害のあ
る方は180万円未満）であり、
　①同居の場合は、被保険者の年間収入の２分の１未満であること。
　②別居の場合は、被保険者からの援助額（仕送り）より少ないこと

被保険者と同居を条件としない方

被保険者と同居が条件となる方

収入のある被扶養者の場合

被扶養者の認定基準
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歯みがきキャンペーン　結果報告
　当組合では、６月の１カ月間に「歯みがきキャンペーン」を実施しました。このキャンペーンは、配付した冊
子を参考に１日３回の歯みがきを実践することで、歯周病や生活習慣病予防のための効果的な口腔ケアの習慣化
を目的としています。
　今年度は928名の方にご参加いただき、下表の405名の方が目標（１カ月間、１日３回の歯みがき）を達成さ
れました。

（単位：名）＊被扶養者も含みます

事業所名 達成者数
旭倉庫　株式会社 4
株式会社　鈴　　商 5
佐志田倉庫　株式会社 3
三信倉庫　株式会社 1
第一倉庫　株式会社 3
醍醐倉庫　株式会社 9
太成倉庫　株式会社 1
株式会社　ヤマタネ 12
株式会社　帝国倉庫 1
東京倉庫協会 2
東洋埠頭　株式会社 22
富士倉庫運輸　株式会社 17
八千代倉庫　株式会社 1
株式会社　トーシン 7
共栄商事　株式会社 1
コクサイエアロマリン　株式会社 11
王子物流　株式会社 7
長島梱包　株式会社 8
株式会社　テイソウ物流サービス 2
明治サービス　株式会社 1
草野倉庫　株式会社 2
草野産業　株式会社 3
東京団地倉庫　株式会社 7
大同冷蔵　株式会社 1
昌和倉庫運輸　株式会社 8
株式会社　イクタツ 6
空港施設　株式会社 1
国立倉庫　株式会社 2
日東富士製粉　株式会社 15
山手冷蔵　株式会社 2
武蔵野物流　株式会社 5
興亜製氷冷蔵　株式会社 2
株式会社　西北紙流通デポ 2
倉庫業企業年金基金 1
東京水産ターミナル　株式会社 3
株式会社　ヤマタネロジスティクス 6

事業所名 達成者数
株式会社　東京流通センター 2
株式会社　イースタンスポーツ 1
東京高速道路　株式会社 4
銀座駐車場　株式会社 7
泉　　吉　株式会社 3
岸本エステート　株式会社 6
株式会社　ビルネット 9
株式会社　世界貿易センタービルディング 3
株式会社　貿易ビルサービス 1
株式会社　サンシャインシティ 2
日　　塩　株式会社 14
矢倉倉庫　株式会社 2
株式会社　オーティーエス 33
公益財団法人　自転車駐車場整備センター 4
東京油槽　株式会社 8
中　　央　株式会社 3
斉藤倉庫　株式会社 7
山種商事　株式会社 1
第一倉庫流通　株式会社 4
株式会社　ヤマタネロジワークス 1
富士共同物流　株式会社 10
株式会社　ティーエフ大阪 2
株式会社　ハセコン運輸 2
株式会社　東洋埠頭青果センター 2
株式会社　ナカノ商会 21
埼菱サービス　株式会社 4
御前崎港運　株式会社 9
愛宕倉庫　株式会社 12
東光ターミナル　株式会社 2
株式会社　イシカワ 4
大沢運送　株式会社 31
東日本倉庫　株式会社 1
糧栄産業　株式会社 1
株式会社　本荘ロディック 2
任意継続被保険者 3
合計 405

事業所別達成者数【事業所記号順】（合計405名）

令和３年度

405名の皆さまが目標を達成されました
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事業所数

被保険者数

保 険 料
調 定 額

保 険
給 付 費

平均標準
報酬月額

男
女
計

17,558人
6,230人
23,788人

男
女
平均

370,837円
250,783円
339,395円

月分
1,062,239,123円

月分
899,850,244円

累計
4,798,439,897円

累計
4,369,287,958円

事業の概要（令和３年８月末現在）
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度
の
髪
が
育
つ
の
で
問
題
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
自
然
な
ヘ
ア
サ
イ
ク
ル
に
反

し
て
、
頭
皮
の
状
態
が
悪
化
し
て
頭
髪
の

成
長
期
が
短
く
な
り
、
髪
が
育
ち
き
ら
な

い
う
ち
に
抜
け
て
し
ま
う
＂
異
常
脱
毛
＂

が
薄
毛
に
繋
が
り
ま
す
。
抜
け
毛
が
細
く

弱
々
し
い
、
短
い
毛
が
目
立
つ
、
明
ら
か

に
抜
け
毛
の
量
が
多
く
な
っ
た
等
と
感
じ

た
ら
早
め
に
対
処
し
ま
し
ょ
う
。

　

自
分
で
で
き
る
抜
け
毛
対
策
と
し
て
第

一
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
洗
髪
や
頭
皮
ケ
ア

で
す
が
、
内
側
か
ら
の
ケ
ア
と
し
て
食
生

活
に
注
意
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
髪
の

成
長
を
促
す
た
ん
ぱ
く
質
や
ミ
ネ
ラ
ル
を

含
む
食
品
を
意
識
し
て
摂
り
ま
し
ょ
う
。

　

よ
く
「
う
ち
は
親
も
薄
い
の
で
将
来
は

…
」
と
い
う
声
を
耳
に
し
ま
す
。
確
か
に

薄
毛
に
は
遺
伝
的
な
要
素
が
深
く
関
係
し

て
い
ま
す
が
、
生
活
習
慣
や
食
事
な
ど
も

大
き
く
影
響
す
る
の
で
、
遺
伝
と
諦
め
る

前
に
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

脱
毛
症
の
治
療
は
原
因
を
突
き
止
め
、

識
別
診
断
を
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

脱
毛
症
に
は
大
別
し
て
4
つ
の
種
類
（
パ

タ
ー
ン
型
・
休
止
期
・
円
形
・
そ
の
他
）

が
あ
り
、
パ
タ
ー
ン
型
（
男
性
脱
毛
症
・

女
性
脱
毛
症
）
や
円
形
脱
毛
症
に
関
し
て

は
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
あ
り
ま
す
。
脱

毛
症
で
最
も
多
い
男
性
脱
毛
症
（
Ａ
Ｇ
Ａ
）

の
治
療
に
は
、
主
に
頭
皮
に
つ
け
る
塗
り

薬
や
飲
み
薬
が
使
わ
れ
ま
す
。
そ
の
他
に

も
特
殊
な
光
を
毛
根
に
あ
て
る
方
法
（
ナ

ロ
ー
バ
ン
ド
Ｌ
Ｅ
Ｄ
療
法
）
や
自
毛
植
毛

も
あ
り
、
再
生
医
療
分
野
で
も
研
究
が
進

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

巷
に
も
た
く
さ
ん
の
育
毛
剤
が
市
販

さ
れ
て
お
り
、
基
本
的
に
は
一
定
の
効

果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
髪

は
伸
び
る
の
に
時
間
が
か
か
る
の
で
効

果
を
実
感
す
る
ま
で
気
長
に
続
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

脱
毛
に
よ
る
薄
毛
と
同
じ
く
気
に
な
る

の
が
白
髪
で
す
。
白
髪
は
髪
の
色
素
細
胞

の
減
少
に
よ
る
も
の
で
、
毛
髪
研
究
が
進

ん
だ
現
在
の
技
術
で
も
白
髪
を
黒
髪
に
戻

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。＂
白
髪
は
冥
土
の

使
い
＂
と
い
う
こ
と
わ
ざ
も
あ
り
ま
す
が
、

毛
染
め
が
一
般
的
と
な
っ
て
い
る
昨
今
、

カ
ラ
ー
リ
ン
グ
で
冥
土
返
上
！
と
い
う
手

も
あ
り
で
す
ね
。

「髪」

（事業所所在地）
　三生興産　株式会社　
　　変更前　静岡県伊東市　　変更後　東京都中央区
	 	 令和３年４月16日付

（事業所削除）
　多田倉庫　株式会社	 東京都八王子市	 令和３年４月１日付

　グローム・プラス　株式会社	 東京都港区	 令和２年７月１日付

　公　告

《互選理事》
　髙橋　久夫　氏（東京団地倉庫株式会社）	令和３年６月29日付　退任

　組合役員の退任について

14

最終回

フリートーク

　

平
成
15
年
か
ら
掲
載
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
＂
保
健
師
え
り
子
の
フ
リ
ー

ト
ー
ク
＂
は
今
回
で
終
了
と
な
り
ま

す
。
＂
後
ろ
髪
を
ひ
か
れ
る
＂
思
い
で

す
が
、
今
ま
で
読
ん
で
く
だ
さ
っ
た
皆

さ
ま
に
心
か
ら
感
謝
し
、
皆
さ
ま
の
健

康
を
お
祈
り
い
た
し
て
お
り
ま
す
！



vol.70

箱根旧街道は江戸時代の箱根越えの道。
すねまでつかる泥道が石畳の道として整備され、今も一部
が残っている。急坂が多く、関所の検問もきびしいため、
箱根は「東海道第一の難所」といわれた。
江戸時代の旅人に思いをはせながら石畳を歩いてみよう。

神奈川県箱根町神奈川県箱根町

鎖
雲
寺

畑
宿
の
一
里
塚

飛
龍
滝

お
玉
ヶ
池

甘
酒
茶
屋

元
箱
根
港
バ
ス
停

スタート 元箱根港バス停

ゴ ー ル 鎖雲寺

歩行時間 約6.5時間

歩行距離 約2.5km

箱根旧街道石畳箱根旧街道石畳
（須雲川自然探勝歩道）（須雲川自然探勝歩道）

※営業時間や料金等は変更される場合があります。

※�新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、営業時
間の短縮や変更、臨時休業、閉鎖等の対策を講じて
いる施設・交通機関があります。詳細は施設HP 等を
ご確認ください。

飛
ひりゅうのたき

龍滝
畑宿から30～ 40分ほど歩く。
神奈川県下最大規模の滝で、鎌
倉時代は修験者たちの修行の場
所だったと伝えられている。

お玉ヶ池
江戸で奉公していたお玉が故郷の伊豆へ
逃げ帰ろうとし、関所破りが見つかり処
刑された。
哀れんだ村人たちが近くのこの池（なず
なが池）をお玉ヶ池と呼ぶようになった
という。

箱根海賊船・
遊覧船
海賊船や遊覧船で、
箱根関所のある箱根
町や大涌谷ロープウ
エーの桃源台駅の方
面に移動できる。

杉並木
江戸幕府によって箱根宿が造ら
れた頃、旅人に木陰を与えよう
と植えられたもの。箱根旧街道
には現在、樹齢300年余の杉
が約400本残っている。（国指
定史跡）

甘酒茶屋
旅人の疲労を回復する甘酒をふるまって
いた茶屋が今も残っている。甘酒のほか、
味噌おでん、力餅などのメニューがある。

START！

GOAL！

神奈川県箱根町

鎖
さ う ん じ

雲寺
初花と勝五郎の墓といわれる比
翼塚や初花の像が安置された初
花堂がある。

畑
はたじゅく

宿の一里塚
畑宿から見て右側の塚にはモミの木
が、左側の塚にはケヤキの木が植え
られている。

▼モミの木▼モミの木

◀ケヤキ◀ケヤキ
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発行所　倉庫業健康保険組合　　〒135-0047　東京都江東区富岡2丁目11番12号　☎03－3642－8436（代表）

★『Kenpo News』へのご感想をお寄せください
　本誌のご感想などがございましたら、健保組合保健事業課までお寄せください。
　　メール➡health@sokokenpo.or.jp　　ファクシミリ➡03-3642-2100

健健 康康 食食 彩彩

ひとりで悩まないで!!　お気軽にご利用ください

　当組合の被保険者および被扶養者の方がご利用できます。経験豊かな専門カウンセラーがご相
談をお受けします。相談者のプライバシーは厳守されますので、安心してご利用ください。

●電話カウンセリング
受付：月～土曜日（日曜日・祝日、年末年始は休）
　　　午前10時～午後10時

●面接カウンセリング
予約受付：月～土曜日（日曜日・祝日、年末年始は休）午前10時～午後８時／面接
は、契約年度中は被保険者・被扶養者とも１人５回まで無料、６回目から有料です。

メンタルヘルスカウンセリング

01200120--277277--722722専用
ダイヤル

携帯からも無料でご利用できます

旬菜で巡る世界の料理紀行旬菜で巡る世界の料理紀行

きのこダツィきのこダツィ

（
無
料
）

●材料（２人分）
しめじ、エリンギ	 各100g

赤唐辛子、青唐辛子※	 各２本

玉ねぎ、トマト	 各1/2個

　　塩	 小さじ1/2

Ａ　水	 200ml

　　ピザ用チーズ	 50g

にんにく、しょうが	 各1片

バター	 10g

※ �青唐辛子がなければ、Ａに一味唐辛子

小さじ１を加える。

※ �唐辛子を具材として使用しています。

辛い味が苦手な方はご注意ください。

●作り方
❶ �しめじは石づきを落としてほぐし、

エリンギは縦4等分に切って長さを

半分にする。唐辛子は縦に切り込み

を入れる。

❷ �にんにくとしょうがはみじん切りに

する。玉ねぎ、トマトは1cm角に切る。

❸ �鍋にバターを溶かし、にんにくとしょ

うがを弱火で炒める。中火にして玉

ねぎ、トマトを加えてさらに炒める。

❹ �❶とＡを加えて、沸騰したら弱火で

ときどきかき混ぜながら15分ほど

煮る。

□料理制作・スタイリング　曽
そ ね

根小
さ ゆ り

有里（管理栄養士・フードコーディネーター）　　□撮影　巣山 サトル

１人分
エネルギー  205kcal

塩分 　2.0g

発信者番号は「通知設定」でお
かけください。
つながらない場合は、はじめに
「186」をつけて上記専用ダイ
ヤル番号におかけください。
ご利用者の状況または相談内容
により、相談の制限・停止をさ
せていただく場合があります。

ビタミン・ミネラル・食物繊維が豊富な食材です。低カロ
リーで食べ応えがあり、満腹感を得やすいのも特徴。きの
この細胞壁に含まれる食物繊維の一種、βグルカンが免疫
力を活性化させるといわれています。また、きのこに含ま
れるビタミンＤはカルシウムの吸収を促し、丈夫な骨づく
りをサポートする働きがあります。

旬菜栄養メモ

ブータンで食べられているチーズ料理のことをいいます。唐辛子をチーズで
煮込んだ「エマ・ダツィ」がポピュラーですが、きのこやじゃがいもを加え
たものもあります。唐辛子を香辛料ではなく野菜として食べる、ブータンの
定番メニューです。

ダツィって
なに？


